
 

　 最 近 は 早 期 発 見 による治 療
で、がんの50～90％が克服でき
る時代になってきました。しか
し、若い女性のがん患者が抗が

ん剤治療を受ける場合、治療の影響で卵巣機能が低下
し（卵子の数が減り）、子どもを授かることが難しくなる
可能性があります。

●がん専門医も卵子保存を勧める時代

　がんと分かると、これまでは医師も患者の妊娠を考
えることはほとんどありませんでした。しかし、現在は抗
がん剤の影響を受ける前にあらかじめ卵子を凍結保
存することで、治療後に妊娠出産できることが注目され
るようになり、がん専門医も卵子の保存を勧めるように
なりました。実際、フェルチクリンでも抗がん剤治療を
始める5年前に凍結した卵子で、2人の子供を授かった
方もいます。

●急ぎの抗がん剤治療に対応したDuoStim法
による卵子凍結保存

　抗がん剤治療は急を要することがあり、1回の月経周
期に2回採卵を行えば、短期間で多くの卵子を保存す

ることができます。卵胞は排卵前と月経前に成育でき
ることが認知されるようになり、1回の月経周期で排卵
期を挟む卵胞期と黄体期に2回卵巣を刺激し、採卵を
行うDuoStim法が、不妊治療の現場でも導入されるよ
うになりました。
　1回の月経周期において卵胞期と黄体期の後に20個
以上を採卵して凍結保存すれば、通常の体外受精の妊
娠率とも変わりません。1回目と2回目で卵子の質にも
差がないことが報告されています
 
※フェルチクリンの中野英二医師に解説いただきまし
た。
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